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横浜
Yokohama

ＳＤＧｓ未来都市･横浜 の取組
“多様なステークホルダーとの連携による社会課題解決と新たな価値創出“



SDGs未来都市・横浜 統合的取組

経済 社会

環境

提供

企業

市内の様々な主体

収集・調査・分析 マーケティング

プロモーション

イノベーション

コーディネート

同時解決型
「大都市モデル」創出

環境

経済 社会

解決策の企画・立案

ソリューション(解決策)の提案

大都市モデルとして国内外へ発信

実証実験等の協力・支援

担い手の募集・発掘・育成

ヨコハマSDGsデザインセンター

SDGs未来都市の実現を目指し、ニーズ（地域課題等）・シーズ（企業技術・知見等）を分野・組織横
断的につなぎ、環境・経済・社会的課題の同時解決型「大都市モデル」を生み出す仕組みを創設

各プラットフォーム

大学
研究機関

ＮＰＯ
地域活動団体

成果を検討に反映

環境・経済・社会的課題の同時解決を目指した取組を、課題と場所を設定の上、実施
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試行的な取組

ニーズ・シーズ

連携
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ヨコハマSDGsデザインセンター「情報ネットワーク（イメージ）」

集積する魅力的で多彩な施設・機能をつなぎ、豊かな「人」を育み、あらゆる世代が活躍する、ともに成長
し続ける「まち」の実現を目指します。
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SDGs未来都市・横浜

NPO

地域活動団体

大学

研究機関

各プラット
フォーム

投資家

金融機関

コワーキングスペース
シェアオフィス

文化芸術施設
リビングラボ
地域活動拠点

フューチャーセンター
イノベーションセンター

環境

経済 社会

ヨコハマSDGsデザインセンター

ヒト、モノ、コト

をつなぐ

ネットワーク



大規模住宅団地の
IoTスマートホーム化

シーズ

ニーズ

技術提供、雇用創出

ビジネスチャンス（市場拡大等）

シーズ

ニーズ

実証に最適な環境（人材等）

単独で解決しきれない課題の解決

企業からの取組提案・課題

市民の行動力・課題

住宅地再生

ビジネス創出

環境配慮

解決策提供

ヨコハマSDGsデザインセンター

イノベーション

環境

経済 社会

「住みたい」「住み続けたい」
と思える社会システム

●再エネ・創エネ活用、省エネ推進
●見守り・健康サポート
●新たなビジネスモデル、雇用創出

シーズとニーズをつなげた“連携”による横浜型「大都市モデル」の創出

ヨコハマSDGsデザインセンターが目指す取組事例

新たな雇用の創出IoT・AI技術の実証

未来の家プロジェクト ICT+柔軟な働き方
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超高齢社会対応 女性活躍社会



横浜
Yokohama

・CO2削減に関する調査
・バンクーバー市等と連携したワークショップ

※先進的な温暖化対策に取り組む
世界的都市ネットワーク

ＣＮＣＡ※

ナショナル･プレスクラブ（米国）

気候変動対策への都市間連携の発信

・廃棄物に関するSDGs達成を目指す
「アフリカのきれいな街プラットフォーム」
(環境省・JICA共同)での連携

アフリカ

・世界大都市気候先導グループ
・パリ・ロンドン等と共に加盟

Ｃ４０

EU-日本国際都市間協力プロジェクト
で連携。エネルギーをテーマに意見交換
などを実施

ドイツ フランクフルト市

・新興国の都市課題解決、企業の
海外展開を支援する国際技術協力

Y-PORT※

シティーズアワード・クリーンエネルギー
部門受賞(2016)

海外への発信・都市間連携を進め、国を越えて世界の都市の発展に貢献

国際展開SDGs未来都市・横浜

※15企業・4海外都市･アジア開発
銀行等6国際機関等がパートナー

第６回アジアスマートシティ会議
（2012〜 横浜市主催）

SDGsデザインセンター（仮）
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環境を軸に、経済や文化芸術による新たな価値・
賑わいを創出し続ける都市・横浜を実現します

（公財）横浜市体育協会TM (c) Rugby World Cup Limited 2015

TM (c) Rugby World Cup Limited 2015


